On Mori Ogai's haiku Samidare (The Rains of May) by 清田, 文武 & Seita, Fumitake
森鴎外の｢さみだれ｣の句







































きちかうや 紫帽子 あねいもと (実子扶伎子の絵葉書をおこせし友に)

























花 の ころ仏 とな らせ給 ひけ り 虚子
傍 や つ くば ひ覗 くあ きの 水 鴎外
澄み切って空を映す庭の路の水面を覗いた自分の顔に一瞬逝った父の面影を見る思いが


























早 酢 や 東 海 の 魚 背 戸 の 夢






































































































































































































(4)r臨時増刊 文芸 森鴎外読本J(昭和31･7)の ｢アンケート｣への回答参照｡












(12)清田文武 ｢若き日の森鴎外と r荘子Jの ｢性命｣論｣(r鴎外j第76号､平成17･1)参照｡この
時E･Ⅴ･ハルトマンの ｢無意識｣も脳裏にあったかもしれない｡
(13)関森勝夫著 r文人たちの句境j(中央公論社､1991)45頁参照｡
(14)北清事変関係についての叙述では､ r近代日本総合年表｣(岩波書店､1968)を参考にしたと
ころがある｡
(15)鴎外における小倉左遷の問題については､注(1)の書17頁､及び山崎-穎 ｢鴎外､ ｢小倉左遷｣
説は消えたか｣(r跡見学園女子大 ･国文学科報J第29号､201･3)参照｡
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